
の
問
題
仁
就
て
物
質
的
或
は
精
紳
的
仁
煩
問
し
若
痛
を
戚

じ
っ
、
わ
る
説
今
の
朕
態
な
り
、
且
〈
物
質
問
題
は
排
て

置
き
精
神
の
苦
痛
は
宗
教
を
離
れ
て
他
仁
苦
痛
を
兎
る
、

道
な
き
を
如
、
り
備
の
教
に
従
ひ
何
物
乎
を
得
ん

t
切
望
し

て
止
ま
ざ
る
な
り
、
其
の
切
望
た
る
や
誓
ば
幼
児
の
忠
一
腹

を
戚
じ
苦
み
泣
り
る
児
仁
我
慢
を
せ
よ
明
日
な
ら
ば
馳
走

す
る
と
云
ふ
親
の
言
葉
を
以
て
子
供
は
満
足
す
る
や
否
決

し
て
満
足
せ
ぎ
る
な
り
、
之
を
一
般
世
曾
の
人
聞
は
現
在

生
活
仁
迂
遠
の
事
よ
h
眼
前
的
生
活
仁
関
係
を
有
す
る
問

題
閉
日
と
一
声
は
令
今
日
の
問
題
を
解
決
し
吾
々
仁
一
大
安

心
を
奥
へ
ら
れ
ん
事
を
欲
求
し
て
止
ま
ざ
る
今
日
な
り
、

放
に
末
法
臨
時
の
教
法
即
も
日
蓮
聖
人
の
百
般
の
方
面

に
於
げ
る
御
敢
に
従
ひ
赴
曾
人
類
を
救
済
し
墓
租
の
御
理

想
た
る
一
天
四
海
皆
蹄
妙
法
の
賓
現
仁
助
ま
ざ
る
べ
か
ら

子
、
其
の
賓
現
た
る
や
賓
に
本
化
門
下
敷
徒
の
努
力
仁
侠

つ
も
の
な
れ
ば
身
心
を
法
華
経
に
奉
献
し
、
布
教
樽
道
仁

精
附
し
以
て
盆
E

宗
風
の
宣
揚
を
期
せ
ん
事
を
希
望
し
て

止
ま
ざ
る
耳
。

⑨
日
蓮
主
義
と
ほ
何
ぞ

一
、
日
蓮
主
義
讃
仰
の
気
運

社

能

皐

近
頃
宗
姐
日
蓮
上
人
の
人
格
及
び
理
想
が
一
一
般
の
皐
者

青
年
並
び
仁
上
流
中
流
の
有
識
階
部
悼
の
人
ゃ
の
聞
に
渇
仰

讃
仰
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
事
は
寒
に
異
常
の
趨
勢
を
渇
し
て

ゐ
る
o
其
事
質
的
謹
跡

t
し
て
見
ら
る
べ
き
現
象
は
園
柱
曾
、

天
晴
A
M
H

供
華
曾
等
の
如
き
上
流
人
士
を
中
堅

t
せ
る
曾
合

成
は
帝
岡
大
串
以
下
各
専
門
事
校
の
吾
が
日
蓮
上
人
錆
仰

研
究
の
曾
合
は
数
十
を
以
て
鞍
へ
ら
れ
叉
諸
新
聞
諸
雑
誌

仁
及
ぶ
迄
で
豊
一
人
の
史
活
叉
は
小
説
講
談
の
類
を
掲
載
し

な
い
も
の
は
な
い

t
云
ふ
宗
教
上
未
曾
有
の
日
蓮
主
義
鏡

仰
の
時
代
は
来
っ
た
の
で
あ
る
期
る
気
運
を
促
成
し
た
仁

就
て
は
時
々
の
原
因
に
依
る
と
蜂
も
根
本
的
じ
云
へ
ば
世

界
付
通
じ
て
の
現
代
の
趨
勢
と
個
人
的
生
存
の
必
要
と
圃

家
の
蓮
命
と
が
必
然
的
に
促
し
て
翠
人
の
如
き
倣
・
民
せ
る

大
人
格
探
宏
な
る
大
理
想
仁
不
如
不
識
の
問
に
其
の
標
的
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を
見
出
し
て
期
せ
守
し
て
一
般
の
人
が
比
れ
に
集
り
来
た

o
o
c
0
0
0
 

う
た
の
で
め
っ
て
即
も
末
法
の
大
詰
師
た
る
に
由
る
の
で

あ
る
。
現
代
ば
貫
仁
切
迫
せ
る
時
代
で
あ
る
人
智
の
費
達

t
人
類
の
繁
殖
と
交
通
の
至
便
と
は
世
界
を
日
に
月
に
狭

ば
め
っ
、
あ
る
、
善
〈
云
へ
ば
世
界
は
揮
一
的
斌
態
乞
錯

し
っ
、
来
っ
て
居
る
夫
れ
左
共
に
人
と
人
と
家
と
家
同

t

国
民
族
と
民
族
人
積
と
人
純

t
の
間
に
於
り
る
生
存
間
以
争

が
時
々
刻
々
激
し
〈
な
り
盆
々
切
迫
し
来
た
っ
た
の
で
ゐ

る
此
間
仁
廃
し
て
世
界
的
権
威
を
持
て
る
宗
数
と
道
徳
が

賞
際
に
於
て
無
の
で
あ
る
か
ら
人
心
は
自
然
仁
頒
展
し

日
に
日
に
危
険
な
る
獄
態
に
な
り
つ
、
あ
る
科
串
の
接
遣

は
中
世
紀
時
代
に
教
へ
て
呉
れ
た
天
風
や
極
紫
と
云
ふ
美

は
し
い
夢

l
偶
像
を
破
壊
し
て
醜
き
自
然
の
現
質
を
我
等

の
前
に
開
展
し
た
、
世
界
は
手
理
想
な
き
現
賓
の
慾
望
を

充
さ
し
め
撲
と
も
が
い
て
居
る
日
蓮
上
人
の
墓
語
を
以
て

云
へ
ば
、
闘
詩
堅
固
白
法
隠
設
時
代
で
即
ち
廿
世
紀
の

趨
勢
た
る
民
本
主
義
と
軍
閥
主
義
二
大
潮
流
の
調
和
を
計

る
大
主
義
大
人
格
を
求
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
こ
れ
現
代
に

於
て
こ
の
爾
主
義
を
完
全
に
調
和
し
た
る
日
蓮
主
義
の
気

運
を
作
り
し
所
以
で
あ
る
o

( .w ) 

二
、
日
蓮
聖
人
の
霊
的
大
人
格

日
蓮
上
人
は
貴
仁
統
一
さ
れ
た
る
多
方
面
の
大
人
持
活

で
あ
る
即
ち
「
大
難
問
ク
度
小
難
限
り
な
し
」
と
云
ふ
大

迫
害
に
慮
し
て
御
自
分
の
主
義
を
貫
徹
さ
れ
て
ゐ
る
其
意

志
の
強
固
な
る
事
須
脇
山
の
如
し
：
ニ
百
ふ
が
如
き
宇
面
仁

「
日
還
は
泣
か
ね
Y
」
も
涙
ひ
ま
な
し
」
と
一
声
ふ
大
慈
悲
心

を
以
て
居
ら
れ
た
墨
人
は
智
情
意
の
三
を
国
碕
に
具
足
し

之
を
積
極
的
仁
徹
底
さ
れ
た
お
方
で
あ
る
山
川
智
肱
居
士

は
翠
人
の
人
格
の
偉
な
る
点
な
十
ケ
僚
に
蹄
し
て
居
る
即

も
「
思
想
の
深
刻
l
「
抱
負
の
雄
大
」
「
質
行
の
徹
底
」
「
理
想

の
永
遠
」
！
報
恩
の
徳
操
L
「
同
情
の
博
大
」
「
義
分
の
隼
霊
」

「
思
想
の
周
密
」
「
凡
身
の
謙
遜
」
と
云
ふ
の
で
あ
る
斯
る
多

方
面
の
人
格
も
所
詮
墓
人
自
ら
も
矢
張
h
異
程
正
法
に
努

力
奮
闘
の
超
絶
的
精
紳
を
接
持
し
た
「
法
華
艇
の
行
者
L

t
し
て
叉
日
本
閣
と
法
華
経

t
の
本
縁
的
関
係
を
明
仁
し

日
本
が
鰐
来
の
世
界
γ
劃
す
る
霊
的
大
任
務
を
閤
明
し
て

同
家
闘
民
の
限
を
開
か
し
む
と
す
る
「
日
本
の
柱
同
日
本



人
の
師
父
」

E
t
し
て
任
じ
ら
れ
て
ゐ
る
事
は
「
開
目
紗
」

「
撰
時
紗
」
等
の
事
典
に
於
て
明
で
あ
る
、
如
是
個
人
と

し
て
も
闘
民

L
し
で
も
叉
世
界
的
に
考
へ
て
も
偉
大
明
確

な
る
抱
負
宣
言
を
襲
し
得
た
人
は
吾
が
宗
祖
上
人
の
外
に

未
だ
其
類
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
軍
仁
そ
の
宣
言
す
ら
こ

れ
程
完
備
し
て
出
来
な
い
況
ん
や
夫
れ
に
適
臨
時
し
た
思
想

内
容
が
整
然
と
し
て
具
備
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
現
代

の
吾
が
同
胞
が
凶
悪
日
蓮
呈
人
の
御
前
に
合
掌
縄
奔
を
品
局

し
て
も
春
れ
で
こ
そ
あ
れ
決
し
て
恥
今
ぺ
き
事
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

三
、
現
今
の
日
蓮
宗
に
裁
て

今
日
の
吾
が
日
蓮
宗
は
（
各
涙
綜
合
上
よ
り
の
談
で
あ

る
）
寧
ろ
聖
人
の
異
意
を
離
れ
た
宗
で
あ
る

t
吾
人
は
敢

乏
て
云
い
た
い
吾
聖
人
の
宗
教
は
今
日
の
日
蓮
宗
を
産
出

し
た
宗
教
で
は
な
い
、
要
人
開
宗
宣
言
の
異
意
義
は
決
し

て
今
日
の
如
き
分
涙
的
の
も
の
で
は
な
〈
て
一
大
数
回
を

睦
一
最
骨
無
上
の
慈
鞍
也
と
断
定
し
宣
言
し
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
現
今
吾
宗
門
内
に
は
入
致
問
に
分
れ
て
ゐ
る
が
此

等
各
涙
は
皆
華
人
を
直
接
に
認
め
た
も

ω
で
は
な
〈
其
涙

姐
を
通
じ
て
間
接
仁
認
め
て
b
る
の
で
あ
る
o
の
み
な
ら

令
根
本
に
於
て
偏
見
を
以
っ
て
し
其
呈
岩
に

μす
る
が
如

き
数
判
な
き
じ
し
も
非
十
で
あ
る
上
行
再
誕
遊
ば
し
て
よ

h
肢
に
七
百
年
の
慶
事
を
迎
へ
奉
る
吾
等
宗
門
借
侶
は
先

づ
第
一
に
統
一
的
一
大
敢
闘
を
企
闘
し
断
行
せ
ね
ば
宗
姐

仁
劃
し
て
申
誇
げ
が
な
い
で
は
な
い
か
此
の
世
界
的
一
大

祝
典
を
ト
し
吾
日
蓮
宗
嘗
局
者
は
須
〈
分
裂
的
敢
闘
を
し

て
一
大
白
蓮
た
ら
し
め
む
事
K
壷
力
し
て
貰
ひ
度
い
の
で

あ
る
。

四
、
日
蓮
聖
人
と
五
綱
三
秘

宗
祖
墨
人
の
翌
想
信
念
は
其
宗
教
の
内
容
た
る
三
秘
五

綱

t
に
頴
は
れ
て
ゐ
る
五
網
’
a
p

－
－
は
聖
人
が
其
宗
旨
た
る
三

大
秘
法
を
建
設
す
る
仁
至
っ
た
所
以
を
悶
明
す
る
五
方
面

の
意
義
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
今
其
大
要
を
闘
示
す
れ
左

の
如
〈
で
あ
る
o
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一l
明
敢
（
如
僻
所
設
殺
）
1

1
（
宗
教
哲
理
的
研
究
）

i

一l
鑑
機
（
囚
紘
）
｜
約
人
｜
｜
（
個
人
際
化
的
研
究
）
i

五
制

i
一
！
察
時
（
於
如
来
滅
後
）
1

1
（
時
代
際
化
的
研
究
）

i
l締
結
（
随
義
如
宮
説
）

一i
知
闘
（
因
縁
）

l
約
民

l
i（
間
性
際
化
的
研
究
）
上

「
考
序
（
及
次
第
）
1
1
1
1（
宗
教
進
化
的
研
究
）

L

此
の
五
網
敬
判
詮
攻
の
結
果
本
化
妙
宗
を
世
界
統
一
最
題
目
の
五
宇
七
宇
也
却
た
法
華
経
本
門
書
量
品
の
肝
心
た

後

ω宗
数
主
定
め
た
の
で
偶
数
各
宗
仁
於
て
も
全
く
比
類
る
妙
法
蓮
華
艇
の
五
宇
は
在
世
本
果
股
盆
の
宗
旨
に
し
て

な
き
深
甚
徹
底
せ
る
敬
判
で
あ
っ
て
統
一
的
宗
教
を
姑
立
書
量
所
顕
紳
カ
別
付
上
行
所
惇
日
蓮
所
弘
の
南
無
妙
法
蓮

す
る
準
備
と
し
て
宗
教
の
最
勝
教
理

t
其
封
象
（
質
行
方
華
経

ω七
宇
は
滅
後
末
法
本
因
下
種
の
宗
旨
也
如
此
五
字

面
）
た
る
個
人

t
闘
家
と
の
因
縁
関
係
と
此
爾
者
を
懸
合
七
宇
の
一
大
秘
法
は
質
じ
本
宗
教
門
の
宗
極
観
門
の
橿
要

は
し
た
宗
教
弘
通
の
進
化
的
法
則
と
を
研
究
す
る
こ
と
で
な
る
も
の
也
而
し
て
今
此
一
大
秘
法
を
更
に
行
門
に
約
し

あ
る
更
に
三
大
秘
法

t
は
五
綱
判
敬
じ
依
て
選
出
せ
ら
れ
て
開
立
せ
る
も
の
を
即
も
三
大
秘
法
晶
と
す
左
仁
大
要
を

た
る
宗
旨
仁
し
て
本
因
本
果
積
股
一
…
隻
の
一
大
秘
法
た
る
園
掲
せ
ば
却
も

一
ー
本
門
本
隼

i
妙
法
本
偽
（
世
界
主
義
開
顕
）
」

三
大
秘
法
！
一
i
l
本
問
題
目
l
妙
怯
題
目
（
個
人
主
義
開
顕
）
！
一
！
｜
四
海
坂
抄

「
本
円
戒
壇
l
妙
法
霊
土
へ
同
家
主
義
開
顕
）
｜
一
「
婆
婆
即
寂
克

で
あ
る
日
蓮
墨
人
自
ら
其
三
大
秘
法
を
叙
し
て
云
は
れ
た
の
諸
悌
並
に
上
行
等
の
四
菩
薩
脇
士
と
な
る
ぺ
し
二
に

「
一
に
は
日
本
乃
至
一
関
浮
提
一
同
じ
本
門
の
教
主
緯
は
本
門
の
戒
壇
三
に
は
日
本
万
至
漢
土
月
氏
一
関
浮
提

惣
を
本
貨
と
す
べ
し
所
謂
賀
搭
の
中
の
眼
科
迦
多
賀
以
外
の
人
C
と
じ
有
智
無
智
を
き
ら
は
宇
一
同
仁
他
事
を
拾

( 4岳ラ



て
南
無
妙
法
蓮
華
揮
と
唱
ム
ペ
し
I

（
報
恩
抄
這
一
五
J

九）
l
」

即
も
「
本
門
の
題
目
」
は
本
門
山
事
観
と
し
て
現
賓
を
深

刻
に
徹
底
せ
る
大
哲
串
本
科
皐
の
根
抵
ぞ
吾
等
に
輿
へ

一
．
本
門
の
戒
壇
」
は
最
も
自
然
的
に
し
て
豊
富
な
る
大
道

徳
の
根
底

t
岡
家
其
の
も
の
を
理
想
化
す
る
大
事
業
の
力

を
奥
へ
「
本
門
の
本
尊
」
は
本
備

ω
一
念
三
千
と
し
て
其

法
界
の
全
体
を
異
善
美
の
且
象
体
な
り

t
す
る
本
備
の
大

創
作
観
と
大
宗
教
哲
皐
翻
を
吾
等
に
奥
へ
て
根
底
よ
り
解

股
せ
し
め
る
日
蓮
主
義
の
抱
負
と
内
容
と
は
買
に
世
界
を

救
ふ
べ
き
大
宗
教
た
る
と
同
時
に
大
哲
早
大
道
徳
大
事
業

を
産
み
出
す
ぺ
き
根
本
カ
た
る
じ
充
分
で
あ
る
終
り
仁
臨

む
で
左
に
五
綱
三
秘
の
二
大
要
点
を
一
不
す
。

宗
教
五
網
i
（
本
化
教
相
門
）
｜
一

五
、
法
華
経
の
理
想

法
華
経
は
宗
教
。
哲
皐

ω根
元
で
あ
b
坂
着
で
ゐ
り
融

合
で
あ
っ
て
此
粧
の
大
断
以
外
仁
出
づ
β
宗
教
。
哲
皐
ゐ

る
こ

t
な
〈
此
明
鏡
に
照
し
て
見
え
ざ
る
「
徴
」
込
亦
あ

る
事
な
〈
久
遠
を
貫
き
三
世
を
通
し
た
究
覧
の
大
異
理
で

あ
る
以
上
世
界
の
文
化
は
同
じ
（
此
大
綱
の
下
に
一
括
さ

れ
版
納
さ
れ
而
し
て
開
頴
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
諸
の
説
〈
法
は
其
義
越
に
随
ひ
て
皆
貫
相
と
違
背
せ

十
若
〈
は
俗
聞
の
経
書
治
世
の
題
言
資
生
の
業
等

t
皆

正
法
に
須
は
む
」
E
C
O

「
諸
所
説
法
」
と
は
宗
教
。
哲
皐
科
皐
文
義
の
思
想
で
あ

る
「
俗
閉
経
書
」
と
は
世
間
一
般
の
道
徳
書
で
あ
る
「
治

世
話
言
」
と
は
政
治
法
律
で
あ
る
「
資
生
業
」
と
は
買
業

で
あ
る
「
不
和
建
背
」
「
皆
須
正
法
」
は
こ
れ
等
一
切
の
文

化
互
に
矛
盾
す
る
こ

t
な
ぐ
各
々
其
根
本
よ
り
蘇
生
復
活

し
て
異
質
融
妙
の
費
逢
を
錯
す
ぺ
き
を
明
せ
る
4

の
で
あ

Z
M
O
 「
此
法
門
出
現
せ
ば
正
法
像
法
に
論
師
人
師
の
申
せ
し

法
門
は
皆
日
出
で
て
後
り
星
の
光
、
巧
匠
の
後
に
拙
を

知
る
な
る
ぺ
し
此
時
じ
は
正
像
の
寺
塔
の
偽
像
借
等
の

霊
験
は
皆
消
え
失
せ
て
但

r此
ω大
法
の
み
一
関
浮
提

に
疏
布
す
J

べ
し
と
見
え
て
候
各
々
は
か
、
る
法
門
に
契
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り
あ
る
人
な
れ
ば
た
の
も
し
て
お
ぼ
す
べ
し
」

抄
」
法
一
七

O
大

関
諜
堅
固
の
警
鐘
は
徒
・
り
欧
桝
大
陸
の
み
な
ら
今
今
や

杢
世
界

ω昼
に
大
に
鳴
っ
て
ゐ
る
日
本
国
民
た
る
者
は
須

〈
長
柁

ω
眠
ち
か
ら
醒
め
ね
ば
な
ら
な
い
、
而
し
て
同
体

聞
販
の
草
者
吾
租
H
蓮
大
墨
人
の
一
大
理
想
（
法
華
経
の

理
想
也
）
で
あ
る
大
数
閏
組
織
の
暁
仁
雷
っ
て
徹
底
的
仁

一
切
人
類
を
し
て
妙
法
醍
醐
に
等
し
〈
潤
は
は
し
常
寂
光

土
の
思
あ
ら
し
め
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
此
れ
が
吾
々
日
蓮
門

下
と
し
て
翠
誕
七
百
年
紀
念
事
業
の
第
一
歩
で
あ
り
叉
香

々
一
生
を
通
じ
て
の
戚
臆
生
活
で
あ
り
叉
報
思
生
活
で
あ

る
の
で
あ
る
o

（
三
津

上

当ミ？

昼；以
の
使
命

志

村

陪

堂

貞
臆
元
年
の
二
月
十
六
日
は
善
日
麿
が
誕
生
の
日
で
あ

っ
た
o
父
の
重
忠
・
と
ほ
の
梅
菊
之
が
共
に
脊
ぷ
そ
の
な
か

仁
も
、
此
の
腔
が
曾
〈
も
上
行
主
H

薩
の
御
一
品
誕
と
し
て
、

末
法
の
陪
を
除
い
V

て
．
民
族
の
文
化
を
積
極
的
仁
保
護
し

新
ら
し
い
生
命
の
道
を
照
し
出
す
、
救
ひ
の
主
で
あ
ら
う

と
は
、
よ
も
や
思
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ら
う
o
嘗
時
じ

於
て
気
付
か
ぬ
の
は
無
理
も
な
い
。
冷
暖
を
経
る
こ
芭
七

百
、
我
が
帝
国
は
建
国
以
来
未
曾
有
の
文
明
を
来
た
し
、

世
界
の
悉
〈
が
表
み
さ
怖
れ
と
を
以
て
見
る
や
う
に
な
っ

た
今
日
、
安
房
小
湊
の
浦
に
生
れ
ま
し
た
、
善
日
麿
即
も
H

蓮
聖
人
が
如
何
な
る
使
命
の
も
と
に
、
臨
時
誕
あ
ら
せ
ら
れ

た
か

t
心
付
〈
人
が
、
果
し
て
幾
人
あ
ろ
で
あ
ら
う
か
？

一
体
世
人
の
多
〈
は
、
時
に
不
出
世
の
大
偉
人
で
も
現

は
れ
る

t
、
之
れ
仁
劃
し
て
直
も
に
神
秘
的
に
解
蒋
し
て

了
っ
て
、
何
の
縛
め
に
偉
い
の
か
、
何
の
錦
き
に
偉
い
の

か
‘
而
し
て
何
等
の
使
命
を
費
ら
し
た
の
で
あ
る
か
を
考

案
も
し
な
い
で
、
唯
だ
有
b
難
い
か
ら
信
子
る
、
御
利
盆

が
あ
る
か
ら
新
る

t
い
ふ
の
み
で
、
此
の
偉
人
に
劃
し
て

何
等
研
銭
的
態
度
仁
出
で
な
い
の
か
、
大
多
数
の
や
う
に

見
受
げ
ら
れ
る
o
こ
れ
が
縛
め
仁
往
々
仁
し
て
此
の
大
偉

人
を
過
ま
b
、
飛
ん
で
も
な
い
曲
解
を
し
た
h
、
あ
ら
れ

も
な
い
侮
蔑
的
態
度
仁
出
た
b
、
ま
た
は
迷
信
じ
陥
っ
た

( ≪ ) 


